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　11月３日の文化の日を中心に、市内各会場で第３回小城市民文化祭を開催しました。絵
画、書などの作品展示や日本舞踊、ダンスなどの芸能披露、またお茶席ももうけられ、多く
の方が芸術の秋を堪能されました。

あふれんばかりの作品！

作品展を11月3日・4日に開催

この他にも、多くの作品展示、文化芸能の披露がありました。

この他にも、小中学生、幼稚園・保育園児の絵画作品、一般の工芸・手芸
など多種類の作品が展示されました。

翔謡会による『小城の酒造

り唄』（民謡）

玄関前の展示風景。草樹会

の方による力作です。

町内の年長児に

よる個性あふれ

る作品です。

小城中学校と

小城ウインド

アンサンブル

の合奏です。

一筆で描くフォークアートワ

ンストロークの世界

三日月手をつなぐ育成会

会員の作品です。

壁面一杯の力作
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皆が主役!! そして拍手！喝采!!

みんなで楽しくできました!!

文化連盟牛津支部の企画運営で多くのみなさんの協力により開催されました。

息もピッタリ !

津の里楽団。

団員募集中

です。

元気いっぱい！

WARAWANBA隊。

よくできました！（芦刈幼稚園） みんなかっこいいね！（芦刈保育園）

華麗なる

リズムダ

ンス !!

力のこもった作品の

数々。ピアノ演奏も

ありました。
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平成２０年小城市成人式は、下記の４会場で行われます。

☆対象者☆　新成人（昭和６２年４月２日～昭和６３年４月１日生まれの方）
　詳しい内容については、各公民館係（上記連絡先）にお気軽にお問合せください。
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連絡先時間日程場所会場
小城公民館
緯７３−３２１５

１２：００
受付開始

１２：３０
開会

平成２０年１月１３日（日）

小城公民館小 城

三日月公民館
緯７２−１６１６

小城市生涯学習センター 
（ドゥイング三日月）三 日 月

牛津公民館
緯６３−８８１３

小城市役所　議会棟 
（旧牛津町中央公民館）牛 津

芦刈公民館
緯６６−１２１６

芦刈農村環境改善センター 
（多目的ホール）芦 刈



こんにちは　　　　　です
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　１１月１１日、小城市牛津産業まつり会場で、平成１９年度小城市市政功労者表彰式を開催しました。多年にわた
り市政の発展に大きく貢献された方々を市政功労者として表彰するものです。
　今年は３０人の方々が受賞されました。

小城市市政功労者表彰 受賞おめでとうございます

職等表彰分野氏名
小城町議会議員
小城市議会議員自治功労 相  原 　 一  郎 　様

あい はら いち ろう

三日月町議会議員
小城市議会議員自治功労 内  橋 　　 優 　様

うち はし まさる

三日月町議会議員
小城市議会議員自治功労 南  里  千  枝  子 　様

なん り ち え こ

三日月町議会議員
小城市議会議員自治功労 吉  田 　 治  美 　様

よし だ はる み

芦刈町議会議員
小城市議会議員自治功労 古  賀 　 忠  義 　様

こ が ただ よし

三日月町議会議員
小城市議会議員自治功労故  井  手  好  邦 　様

い で よし くに

三日月町議会議員
小城市議会議員自治功労 古  賀 　 敏  旦 　様

こ が とし あき

区長（須ノ木）自治功労 篠  原 　　 浩 　様
しの はら ひろし

区長（西晴気）自治功労 松  永  袈  裟  徳 　様
まつ なが け さ のり

区長（川内）自治功労 円  城  寺  利  夫 　様
えん じょう じ とし お

区長（大日）自治功労 内  田 　 敏  光 　様
うち だ とし みつ

区長（蛭子町）自治功労 溝  口 　
みぞ ぐち

  人 　様
と

体育指導委員教育文化
功労 福  地 　 保  二 　様

ふく ち やす じ

体育指導委員教育文化
功労 北  島 　 一  枝 　様

きた じま かず え

体育指導委員教育文化
功労 本  村 　　 司 　様

もと むら つかさ

職等表彰分野氏名

体育指導委員教育文化
功労 相  浦 　 充  子 　様

あい うら みつ こ

体育指導委員教育文化
功労 常  松 　 泰  子 　様

つね まつ やす こ

体育指導委員教育文化
功労 大  島 　 信  之 　様

おお しま のぶ ゆき

三日月小学校医保健衛生
功労 江  口 　 尚  久 　様

え ぐち たか ひさ

晴田幼稚園医
晴田小学校医

保健衛生
功労 野  田 　 和  良 　様

の だ かず よし

三里保育園医（歯科）
三里小学校医（歯科）

保健衛生
功労 松  永 　 正  也 　様

まつ なが せい や

岩松保育園医
岩松小学校医

保健衛生
功労 平  松 　 克  輝 　様

ひら まつ かつ き

母子保健推進員保健衛生
功労 中  島 　 民  子 　様

なか しま たみ こ

母子保健推進員保健衛生
功労 木  下 　 五  美 　様

きの した いつ み

小城市文化連盟会長特別表彰 於  保 　 芳  彦 　様
お ほ よし ひこ

小城市消費生活相談員
消費者グループ指導者特別表彰 東  島  美  惠  子 　様

ひがし じま み え こ

岩松支館管理人
留守家庭児童等社会教育活動事業指導員特別表彰 乘  冨  三  重  子 　様

のり どみ み え こ

寄付寄付善行株スーパーモリナガ
代表取締役　堤浩一　様

寄付寄付善行 坂  田 　 道  子 　様
さか た みち こ

寄付寄付善行 岡  田 　 章  子 　様
おか だ あや こ

平成１９年度小城市市政功労者

しげ



各課からのお知らせ
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小城市総合計画（戦略プロジェクト1）小城市総合計画（戦略プロジェクト1） No.9
　今月号では、戦略プロジェクト「子どものびのび健やかプロジェクト」の内容及び１９年度の主な取り組みについて
お知らせします。
　次回は、戦略プロジェクト２「水きらきら快適プロジェクト」について紹介します。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口・村岡　緯６３－８８０３

戦略プロジェクト1「子どものびのび健やかプロジェクト」
　1　プロジェクトの内容　　
　「子どものびのび健やかプロジェクト」は、子育て支援だけではなく、教育や母子保健および世代を超えた地域ぐる
みでの一体的な取り組みを推進し、本市の未来を担う人材の育成に向け、子どもが健やかに生まれ、育成されるまちづ
くりを積極的に進めます。
　また、子どもの権利の尊重と無限の可能性を持つ子どもの健やかな成長を支えるまちづくりを支えるための条例の制
定を行います。

　限られた経営資源（人材・財源・時間等）の選択と集中により、市民ニーズにより的確に応える戦略的且つ
重点的な市政運営を推進するため、各施策を横断的に捉えた４つのプロジェクトを「戦略プロジェクト」とし
て設定します。

ー戦略プロジェクトとはー

①子どものびのび
　健やかプロジェクト

②水きらきら
　快適プロジェクト

③みんないきいき
　健康プロジェクト

④宝ぴかぴか
　輝きプロジェクト

　2　１９年度の主な取り組み　
○３世代ふれあい交流事業（小城庁舎：こども課　緯７３−８８２１）
　　核家族の増加により、祖父母との関係が希薄となり、話し合いの場や知恵・知識を吸収する場が少なくなってきて
います。老人クラブ等の協力を得て、祖父母・親・子のふれあいを深めることにより３世代の楽しさや良さを見直す
きっかけを作っています。
○子育て相互支援事業（小城庁舎：こども課　緯７３ー８８２１）
　　コーディネーターを介して、子育ての支援をできる人が、子育ての支援を受けたい人の子どもを預かる地域住民の
相互援助活動を組織化しています。困ったときに気兼ねなく子育て支援を受けることができます。
○放課後児童健全育成事業（小城庁舎：学校教育課　緯７３−８８０７）
　　放課後や長期休業中に、仕事等により保護者のいない家庭の小学校低学年（３年生以下）の児童を対象に、市内８
か所の小学校等で実施しています。
○三日月中学校施設整備事業（小城庁舎：教育総務課　緯７３−８８０６）
　　三日月中学校では、平成２０年度から順次各学年５クラスとなる見込みであり、現施設では教室が不足します。（１２
クラスが限度）今の特別教室を普通教室に改修して、特別教室（理科室）を仮設校舎で整備するための事業です。
○小城中学校建設事業（小城庁舎：教育総務課　緯７３−８８０６）
　　平成１７年度からの継続事業で、本年度は特別教室と体育館の建築を行っています。
○牛津中学校建設事業（小城庁舎：教育総務課　緯７３−８８０６）
　　本年度は、基本設計・実施設計を行っています。本体の工事は平成２０年度から２１年度までの２ヵ年で行う予定です。

　参考　「こどものびのび健やかプロジェクト」イメージ図　

子ども条
例の制定子どもに関する窓口体制

の一元化

未就学児の医療費軽減 地域における多様な子
育て支援の充実

青年
出生前

出生

教育施設の
計画的整備

キャリア教
育の充実

放課後児童ク
ラブの充実

子どもの居場所
づくり
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　基本理念である「みんなでつくろう！誰にでもやさしい支えあいのまち　小城」を実現するため、４つの基
本目標を定めています。
　今回は、基本目標４ 安心して暮らせるまちをつくろう　について紹介します。

　市民が安心して、かつ安全に暮らすためには、防犯・防災対策も重要な課題です。地震・風水害に対する災
害対策や日常的な防犯対策は、行政だけの力では行き届かないところも多いため、市民や関係団体と協働して
取り組むことが必要です。

小城市地域福祉計画小城市地域福祉計画
No.5No.5～小城しあわせプラン～～小城しあわせプラン小城しあわせプラン～

し
あ

わ
せ

【問合せ】社会福祉課（三日月庁舎）　担当　桑原・満身　緯７３－８８２５

安心して暮らせるまちをつくろう安心して暮らせるまちをつくろう基本目標４

★子どもや高齢者、障害者などを犯罪や災害から
守るため、地域の防犯・防災意識を高め、地域
ぐるみの防犯・防災活動を進めます。 

基本方針１
地域ぐるみの防犯・防災対策

を進める
★ユニバーサルデザインやバリアフリーの考え方
に基づいて、道路や公共施設などの整備に取り
組みます。

★高齢者や障害者などの交通弱者にとって使いや
すい移動手段の確保に努めます。

基本方針２
誰にでもやさしい生活環境

をつくる

　次号（１月５日発行）の市報おぎでは、計画の推進にむけて 地域福祉推進の流れについて紹介します。

あなたにできること

①　非常事態に備えて、避難場所や、緊急連絡先などを確認しておくなど、日頃から防犯・防災意
　　識を持ちましょう
　　また、災害時の避難等が不安な人は、地域の人や行政に相談し、前もって対策を立てておくこ
　　とが大切です
②　子どもの見守りや自主防災組織、消防団等の地域の防犯・防災活動に積極的に参加しましょう
③　身近な道路などの環境美化活動に参加しましょう
④　高齢者・障害者等の移動手段や外出支援のボランティアに積極的に参加しましょう

　市では、防災マップの配布や防犯灯の設置、災害危険箇所の点検などを行っています。
　また、高齢者や子どもなどの交通弱者も含め、市民が市内をスムーズに移動できるよう福祉巡回
バスや広域循環バスを運行しています。
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【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永（健）
　　　　　　緯６３－８８０３　胃６３－８８０８　Ｅメール　kikaku@city.ogi.lg.jp

No.9

　小城市は、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「スローライフ
なまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感じ、それら
を暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値に気づいていただくとともに、「緩急自在」にそれぞれに
あった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すものです。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

　小城市をスローライフの視点で見つ
め直しています。
「小城江里山地区の『おいしい水甘露
水』が、『宝の海有明海』にそそがれ
ている」「たくさんの歴史、文化、魅
力をもつ小城を『ようかん』で（味
わって）」「小城らしい交流は『縁側
交流』」
　こんなことから、あなたにも何かで
きることがありませんか？

スローライフ小城の会情報スローライフ小城の会情報

　小城市内で実施されるイベント等を通して、地域の
自然や歴史、伝統、文化の良さにふれ、地域の価値を
再発見・再確認していただいた３か月間でした。
　最後の11月のようすをご紹介します。

西の浪花の復活祭
着物・食・歴史で感じるスローライフ

秋の野草を食べる会
食と自然で感じるスローライフ

牛津高校文化祭
食と生活で感じるスローライフ

清水の滝　ライトアップ
自然で感じるスローライフ

オープニングは
当時を偲ぶ
大名行列

竹灯籠で足元も照らし、
幻想的な雰囲気です

3年調理師コースの研究開発「さがドレ」〈ドレッシング〉や手づ
くり石鹸、草木染め、佐賀錦など、手間隙かかった品物がたくさん。
「目指せスペシャリスト」手作りの品々完売！

みんなで山で
摘んだ野草が
こんなに美味
しそうに！

山の分校で遊ぼう！天山自然塾
 学びと自然で感じるスローライフ

心をこめて
丁寧に年賀
状をつくり
ました

○スローライフ漫画
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　１０月１２日（金）に第１回行政改革推進委員会を開催しました。委員会では、平成１７年２月に策定した小城
市行政改革大綱に基づく１００の改革プランの取り組み状況等の中で、平成１８年度までに改革・改善が完了した
改革プランが３２プランあることを報告しました。これに対し「厳しい財政状況の中でいかに歳出を抑制し、歳
入を確保するか」、「税や各種料金の徴収率の向上のためには市民への啓発を行い、義務感やモラルを持たせ
なければならない」などの意見をいただきました。
　今後も効率的な行財政運営を行うため行政改革に取り組んでいきます。

取組状況の効果

　改革プランによる平成１８年度の効果額は１５８，９３９千円でした。主な歳入増加項目は遊休財産の売却や下水道
事業経営の健全化など、また、主な歳出削減項目は、市民病院における各種委託・診療材料の見直しや定員適
正化計画による人件費の削減などです。また、改革プラン以外でも、庁舎清掃を職員が行う方法への見直し、
各施設の光熱水費の節約、事務事業の改善により２３，４３９千円の改善効果を出しております。

平成１８年度の改革や改善について一部を紹介します。

平成18年度の行政改革効果は

182,3788 88 81 2 738 8,182,3788千円円円千円円千円182,378千円,,,,, 8888883333388888 777772222211111 888888882,378888888882 378 円円円円円円円円円円円円千千千千千千円円円円円円円円182,378千円 でした !!

改革プランの取り組み状況　No

牛津町商工会と芦刈町商工会の合併を促進し、牛津芦刈商工会を設立。１

財団法人小城市体育協会を設立。２

牛津中学校での給食（弁当）の開始。３

福祉有償運送事業の指定を受けた社会福祉協議会へ障害者移送サービスを移譲。４

小城市資源物収集事業として各行政区ステーションで収集開始。５

小城市戦没者追悼式として「戦没者慰霊祭」と「佐賀の乱慰霊祭」を合同で開催。（△１６千円）６

小城市民病院ホームページの開設。７

市のホームページから申請書等様式のダウンロードサービスを開始。（６１様式対応）８

電算処理業務の大量印刷物や封入封緘作業をアウトソーシング。（△６，３００千円）９

４町の保健福祉センターと公共施設の使用料を統一。１０

総合健診の日程を町単位で効率的に調整。個人通知を同日発送することで郵便料の区域内割引を活用。（△１９８千円）１１

運動教室・講座・講演会の参加者からの受益者負担の原則に則り負担金を徴収。（１７６千円）１２

各種団体への旧町格差を調整し補助金を統合。（△９０千円）１３

類似事業等の見直し及び廃止。（△３８３千円）１４

漁業共済事業費補助金、漁船保険事業費補助金を平成２０年度に廃止。１５

【問合せ】企画課　行政改革推進係　担当　池田・森本　緯６３－８８０３
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協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働ととととととととととととととととのののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいい協働との出会い 
～～～～～～～～～～～～～～～～みみみみみみみみみみみみみみみみななななななななななななななななささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんととととととととととととととととのののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ～～～～～～～～～～～～～～～～（（（（（（（（（（（（（（（（ペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジ１１１１１１１１１１１１１１１１～みなさんとの出会いヘ～（ページ１）））））））））））））））））

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　小城市は本年度、市民の皆様と｢協働の指針｣を策定しています。
　協働とは、市民の皆様や社会を構成する多様な主体と行政が、責任と役割分担を相互に自覚し、補完・協力
しながら、対等の関係でよりよい地域、社会づくりといった共通の目的を達成するために、連携して活動する
ことです｡
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

《１０月１１日（木）､第１回小城市協働の指針 
策定懇話会が開催されました｡》

　第１回目の会議では、「県民協働とは？」と題し、
佐賀県県民協働課副課長岩永幸三氏による講演、懇話
会の設立趣旨及び策定に係るスケジュールの説明、協
働を進める上での背景と小城市における現状について
説明を行ないました。次回の会開催までに、広く市民
の皆様から「地域活動」等での課題・「協働の事例」
を提供していただくこととなりました。

●小城市協働の指針策定懇話会委員（５０音順）

《市民協働の研修会<基礎編>を 
開催します！！》

　小城市においては､“協働”の位置づけとして、総
合計画のまちづくりの基本理念の一つに“参画と協
働”を掲げ、“共につくる新しいまち”という政策の
もと市民の皆様と行政との協働の体制を図ることとし
ています｡
　今回、初めて市民の皆様と職員による合同研修会を
下記のとおり開催します｡
　ぜひ、ご一緒に“和で織りなす美しい小城市”をめ
ざして協働について学び合いましょう！！

★開催期日等

※なお、講義については、同じ内容ですのでいずれかご都合の良い
　日にご参加ください。

★ところ　小城市役所　牛津庁舎　議会棟議場
　　　　　（牛津庁舎西側）
★講　師　ＩＩＨＯＥ［人と組織と地球のための国際
　　　　　研究所］　代表者　川北　秀人氏
★参加料   無料（当日参加可、事前申込不要です｡）

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

～お知らせ～

備考氏名

小城市社会福祉協議会牛津支所長大坪　武裕

ＮＰＯ法人佐賀県ＣＳＯ推進機構代表理事
※アドバイザー兼任川副　知子

ＮＰＯ法人天山ものづくり塾理事長小森　喜紹

公募委員小柳　義則

小城市ボランティア連絡協議会会長　※副会長島田美和子

公募委員白木原佳子

小城市地域婦人会芦刈支部南里　　忍

小城市区長連絡協議会会長　※会長本村　初磨

覚えてほしい！《協働豆知識》
「ＣＳＯ｣とは？
⇒Civil Society Organizations （シビル ソサエティ オーガニゼイションズ・市民社会組織）
の略で、ＮＰＯ法人､市民活動・ボランティア団体に限らず、婦人会、老人会、ＰＴＡと
いった組織・団体も含めて呼称しています｡

内容対象時間期日

＜協働とは何か？どう
進めるべきか！＞
講義中心

市民
及び
職員

午後１時３０分
～

午後４時３０分平成２０年
１月８日
（火） ＜協働事業のプランづ

くり＞　　　　　
ワークショップ中心

市民
午後７時００分

～
午後９時３０分

＜協働とは何か？どう
進めるべきか！＞
講義中心

市民
及び
職員

午前９時００分
～

午後１２時００分
１月９日
（水）

【問合せ】企画課　市民協働推進係　担当　森永健一　緯６３－８８０３
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　民生委員・児童委員へ！
　などで困ったとき、相談したいときなど、お気軽に声をかけてください。

民生委員・児童委員の氏名と担当地区は次のとおりです。

小城町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

高原・上町・布施ケ里・アミジア高　 原 金  丸 　　 忠 
かな まる ただし

中町・下町中　 町 服  巻 　 芳  史 
はら まき よし ふみ

蛭子町・鯖岡・岡町岡　 町 東  島 　 龍  男 
ひがし じま たつ お

朝日町・大手町・正徳町正 徳 町 秋  山 　 茂  子 
あき やま しげ こ

小城本町本　 町 青  柳 　　 隆 
あお やぎ たかし

北小路北 小 路 今  村  由  美  子 
いま むら ゆ み こ

西小路西 小 路 武  藤  佐  恵  子 
む とう さ え こ

不二町・城栄町不 二 町 井  澤  惠  己  子 
い ざわ え み こ

東新町東 新 町 諏  訪  美  佐  子 
す わ み さ こ

清水・原田・北浦北　 浦 秀  坂 　 敏  春 
ひで さか とし はる

焼山・須の木・永泉寺・二瀬川永 泉 寺 江  口 　 昭  代 
え ぐち てる よ

吉田・横町吉　 田 吉  田 　 陸  代 
よし だ りく よ

松尾・三間寺三 間 寺 泉 　 貴  美  子 
いずみ き み こ

住吉町・雇用促進・県営住宅住 吉 町 野  口 トミ 子 
の ぐち こ

江里口・大日・大塚・江里山大　 日 南  里 　　 健 
なん り たけし

馬場・松本・石体馬　 場 平 　　 和  子 
たいら かず こ

砂田・畑田・下畑田・西新町畑　 田 橋  本 　　 博 
はし もと ひろし

平原・小城栄町小城栄町 田  中 　 久  子 
た なか ひさ こ

鷺ノ原鷺 ノ 原 手  塚 トミ 子 
て つか こ

寺浦・西谷西　 谷 井  上 　　 勝 
いの うえ まさる

庄・出分・弥生町弥 生 町 末  永 　 義  徳 
すえ なが よし のり

円光寺・中善寺・松葉・宿中 善 寺 眞  子 　 公  敏 
まな ご きみ とし

郷の木・川原・東小松・桑鶴川　 原 北  島 　　 茂 
きた じま しげる

小城中村・本山・寒気・川内本　 山 円  城  寺  雄  二 
えん じょう じ ゆう じ

西晴気・一本松・君ケ坂・米ノ隈一 本 松 岡  本 　 博  義 
おか もと ひろ よし

黒原・萩ノ町萩 ノ 町 船  津 　 和  彦 
ふな つ かず ひこ

峰・小隈・坂井・湯谷坂　 井 馬  場 　 宏  晃 
ば ば ひろ あき

西川・山崎西　 川 宮 
みや

 崎 
ざき

　 三  鈴 
み すず

上右原・下右原上 右 原 金  原 　 敏 
かな はら とし

 徳 
のり

門前・小島・下久須・牛尾牛　 尾 塚  本 　　 泉 
つか もと いずみ

大江・船田・久蘇・轡ヶ里久　 蘇 中  島 サワ 子 
なか しま こ

三日月町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

東分・西分・岡本・杉町岡　 本 馬  郡 　　 優 
まご おり まさる

今市・深川・大地町・赤司・袴田袴　 田 溝  口 　 利  明 
みぞ ぐち とし あき

緑・立物・芦田・道辺立　 物 田  中 　 秀  則 
た なか ひで のり

三ケ島三 ケ 島 長  崎 　 順  子 
なが さき じゅん こ

堀江・深町深　 町 大  中 　 國  起 
おお なか くに おき

島溝・四条四　 条 高  岸 　　 巖 
たか ぎし いわお

遠江・久本・社久　 本 松  内 　 廣  義 
まつ うち ひろ よし

金田・江口・立石立　 石 武  富  久  美  枝 
たけ どみ く み え

江利・五条江　 利 大  野 　 義  敬 
おお の よし たか

樋　口樋　 口 飯  盛  志  眞  惠 
いさ かい し ま え

大　寺大　 寺 江  頭  枝  以  子 
え がしら え い こ

初田・佐織初　 田 陣内 　 倭  子 
じんのうち しず こ

戊戊 中  原 　 照  夫 
なか はら てる お

高田・長神田・吉原長 神 田 陣内 
じんのうち

　 伸  一 
しん いち

仁俣・土生・甲柳原仁　 俣 西  岡 　 富  子 
にし おか とみ こ

甘木駅前甘　 木 木  下 　 光  江 
きの した みつ え

甘木本村・石木甘　 木 大  川 　 玲  子 
おお かわ れい こ

久米久　 米 本  村 　　 司 
もと むら つかさ

本告１班～６班本　 告 太  田 　 和  美 
おお た かず み

本告７班～１２班本　 告 松  田  眞  理  子 
まつ だ ま り こ

牛津町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

新町新　 町 木  下 アヤ 子 
きの した こ

牛津栄町・友田（1班～9班・２２班）友 田 國  上 　 繁  子 
くに がみ しげ こ

友田（１０班～２１班）友 田 井  上 　　 静 
いの うえ しずか

牛津本町牛津本町 藤  田 　 輝  雄 
ふじ た てる お

天満町（１班～１２班）天 満 町 原  口 　 豊  秀 
はら ぐち とよ ひで

天満町（１３班～２９班）天 満 町 牛  島 　 貞  枝 
うし じま さだ え

江津・西江津江　 津 北  原  要  次  郎 
きた はら よう じ ろう

柿樋瀬柿 樋 瀬 岩  崎 　 奏  子 
いわ さき かな こ

柿樋瀬柿 樋 瀬 山  中 トキコ
やま なか

練ヶ里練 ヶ 里 永  渕 　　 昭 
なが ぶち あきら

生立ヶ里・乙柳・上江良・下江良上 江 良 田  中 　 善  徳 
た なか よし のり

【問合せ】社会福祉課（三日月庁舎）７３－８８２５　　担当　満身・桑原
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福祉のご相談は　私たち　　
平成１９年１２月１日より、民生委員・児童委員に委嘱されました。高齢者福祉・障害者福祉・児童福祉　　

牛津町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

勝・高柳・大戸ヶ里・前満江高 柳 大  屋 
おお や

　 嘉  徳 
よし のり

江津ヶ里江津ヶ里 小  手  川  淑  子 
こ て がわ よし こ

砥川町砥 川 町 塚  原 キクノ
つか はら

新屋敷・宿古賀宿 古 賀 福  地 　 善  行 
ふく ち よし ゆく

泉・両新村泉 古  賀 　 敬  子 
こ が たか こ

谷・内砥川谷 池  田 　 隆  義 
いけ だ たか よし

寺町・柳鶴・蒲原・永田蒲　 原 村  岡 　 和  昭 
むら おか かず あき

芦刈町
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

八枝・立野・虎坊・川越八　 枝 森  永 　 龍  子 
もり なが りゅう こ

浜中浜　 中 水  田 　 善  久 
みず た よし ひさ

三条 ・高道三　 条 樋  口 　　 力 
ひ ぐち ちから

西戸崎 ・東戸崎西 戸 崎 吉  岡 　　 大 
よし おか ひろし

町分 ・中溝町　 分 田  中 　 和  夫 
た なか かず お

小路 ・舎人舎　 人 土  橋  由  紀  子 
つち はし ゆ き こ

東道免・西道免東 道 免 杠 　 千  鶴  子 
ゆずりは ち ず こ

下古賀下 古 賀 百  武 　 宣  子 
ひゃく たけ のぶ こ

牛王・ 芦刈中村牛　 王 加  藤 　 智  顕 
か とう ち けん

新村・ 道免道　 免 古  賀 　 正  光 
こ が まさ みつ

弁財 ・社搦弁　 財 松  枝 　 幹  夫 
まつ えだ みき お

永田南 ・永田東北永 田 南 水  田 　 安  子 
みず た やす こ

六丁六　 丁 辻 　 憲  次  郎 
つじ けん じ ろう

住之江西・ 住之江東住之江西 遠  田 　 文  彦 
とお だ ふみ ひこ

主任児童委員
担　当　地　区住　所

（行政区）氏　名

小城町　全域畑　 田 今  村  須  恵  子 
いま むら す え こ

小城町　全域吉　 田 早  田 　 圭  吾 
そう だ けい ご

三日月町　全域岡　 本 江  頭  久  美  子 
え がしら く み こ

三日月町　全域佐　 織 増  田 　 淑  子 
ます だ すな こ

牛津町　全域天 満 町 小  森 　 浩  文 
こ もり ひろ ふみ

牛津町　全域内 砥 川 築  地 　 郁  子 
つき じ いく こ

芦刈町　全域三　 条 水  田 　 瑞  子 
みず た みず こ

芦刈町　全域小　 路 森  永  都  和  子 
もり なが つ わ こ

長年のご活躍
ありがとうございました。

　平成１９年１１月３０日付けで、民生委員・児童委員
の任期満了に伴い次の方々が退任されました。
　本市の福祉の向上にご尽力頂きましたことに
対し、心よりお礼申し上げます。
　更に、長年のご功績に対して、退任された方々
には【厚生労働大臣感謝状（経験年数６年以上）・
佐賀県知事感謝状（経験年数３年以上）】が贈ら
れました。
民生委員・児童委員

主任児童委員

（任期順　敬称略）

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

眞子　國光塚元　千年平安寺スエ子
森永　弘子堤　　澤子水田　泰迪
土井　信子七田　　朗笠原　満枝
江島カスミ岡本　　操大森　　豊
江口　和子上野　　清永富　八朗
諸泉　　滿城島　英之南里　政弘
北島　一枝松本　清秀村山　昭三
深川　啓子山﨑クニ子 矢　圭子染
三好　智一川添須惠子梅﨑ツタエ
永溪　俊行永渕　　昭島﨑　英治
北島フヂ子吉武タツ子西川　千里
原田　郁子副島　絹代國信　茂美

飯盛　宏徳佐々木祐里子白水　豊子

　お住まいの地区を担当する民生委員・児童委
員の連絡先をお知りになりたいときは、市　社
会福祉課（７３－８８２５）又は、社会福祉協議会・
各支所へ連絡先をお問い合わせください。

小城市社会福祉協議会　緯７２−７９８９
　　　　小城市三日月町長神田２３１２−６
　　　（三日月農村環境改善センター内）
小城支所　　緯７３−２７００
　　　　　（保健福祉センター・桜楽館内）
三日月支所　緯７３−４９１１
　　　　　（三日月農村環境改善センター内）
牛津支所　　緯５１−５３２４
　　　　　（保健福祉センター・アイル内）
芦刈支所　　緯６６−５５６６
　　　　　（保健福祉センター・ひまわり内）
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師
走
に
入
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

セ
ー
ル
や
年
末
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
多
く
な
り
、
変
化
に
富
ん
だ
あ

わ
た
だ
し
い
月
に
な
り
ま
し
た
。

年
末
は
犯
罪
・
非
行
が
多
く
出
現

す
る
時
期
で
す
。

　

今
回
は
、
犯
罪
・
非
行
の
中
で

「
他
人
の
物
を
盗
む
」
と
い
う

「
窃
盗
（
せ
っ
と
う
）
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

　

親
や
祖
父
母
は
幼
児
期
の
子
ど

も
を
店
へ
買
い
物
に
連
れ
て
行
き

「
こ
い
ば
買
っ
て
…
」
と
い
う
お

ね
だ
り
を
受
け
入
れ
て
、
「
レ

ジ
」
で
「
欲
し
い
物
を
出
し
て
、

お
金
を
払
っ
て
、
欲
し
い
物
を
受

け
取
っ
て
」
子
ど
も
に
手
渡
し
ま

す
。

　

こ
の
「
物
を
買
う
」
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
繰
り
返
し
体
験
さ
せ

て
、
社
会
の
一
つ
の
ル
ー
ル
を
習

得
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
１
円
・
５
円
・　
１０

円
・　

円
・
１
０
０
円
と
い
う
発

５０

音
（
言
葉
）
と
、
お
金
（
硬
貨
）

と
、
物
を
買
え
る
と
い
う
意
味

（
価
値
）
を
関
連
付
け
て
理
解
で

き
る
時
期
は
５
歳
か
ら
６
歳
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
買
物
の
真
似
事
が
で
き

る
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
５
・
６
歳
の
子
ど

も
が
お
や
つ
を
欲
し
が
っ
た
時
に

得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
何
と
か
得

よ
う
と
し
ま
す
。
普
段
お
菓
子
が

あ
る
場
所
を
探
し
た
り
し
ま
す
が
、

茶
の
間
な
ど
に
置
い
て
あ
る
硬
貨

を
見
つ
け
た
時
、
そ
れ
を
持
っ
て

近
所
の
店
で
欲
し
い
物
を
買
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
行
為
を
親
な
ど
に
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
ら
、
癖
に
な
り
何
回

も
繰
り
返
し
ま
す
。
家
庭
で
は
、

お
金
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
こ

と
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
行
為
を
親
が
見
つ
け
た
時

に
は
、
当
然
叱
り
ま
す
。
そ
し
て

「
何
か
欲
し
い
時
に
は
、
お
母
さ

ん
に
言
い
な
さ
い
」
と
い
う
し
つ

け
を
何
回
か
繰
り
返
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
段
階
で
、
親
が
抑
制
を
強

く
し
て
子
ど
も
が
欲
し
い
物
を
与

え
な
か
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
別
の

手
段
を
考
え
ま
す
。

　

『
親
の
財
布
か
ら
お
金
を
取

る
』
そ
し
て
『
そ
の
お
金
で
欲
し

い
物
を
買
い
、
食
べ
る
』
と
い
う

行
為
で
す
。

　

こ
の　

①
財
布
を
見
つ
け
る　

②
財
布
の
中
身
を
見
る　

③
取
る

お
金
を
決
め
る　

④
お
金
を
取
る

⑤
財
布
を
あ
っ
た
場
所
に
戻
す　

⑥
そ
の
お
金
で
物
を
買
う　

⑦
物

を
得
て
食
べ
る　

⑧
満
足
す
る　

と
い
う
子
ど
も
の
行
動
は
「
自
分

が
欲
し
い
物
を
得
て
満
足
す
る
」

と
い
う
欲
求
充
足
と
い
う
こ
と
と
、

「
親
か
ら
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

見
つ
か
れ
ば
叱
ら
れ
る
と
い
う
危

険
な
行
動
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
子
ど
も
は

満
足
し
ま
す
。
そ
し
て
何
回
も
繰

り
返
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
、

「
他
人
の
物
を
盗
む
」
と
い
う
犯

罪
・
非
行
の
第
一
歩
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
布
か
ら
お
金
を
盗
む
行
為
は
、

や
が
て
親
に
見
つ
か
り
、
子
ど
も

は
厳
し
く
叱
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
段
階
で
親
は
「
お
金
を
盗

ん
で
は
い
け
な
い
」
こ
と
と
「
嘘

（
う
そ
）
を
つ
い
て
ご
ま
か
し
て

は
い
け
な
い
」
こ
と
を
、
そ
の
時

だ
け
で
な
く
て
、
機
会
を
見
つ
け

て
は
繰
り
返
し
教
え
込
ま
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
失
敗
す
る
と
、
次
の
段

階
に
な
り
ま
す
。
店
で
、
お
金
を

払
わ
な
い
で
品
物
を
取
る
と
い
う

「
万
引
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
窃

盗
と
い
う
犯
罪
で
す
。

　

こ
の
時
点
で
も
親
は
「
物
を
盗

ん
で
は
い
け
な
い
」
こ
と
と
「
嘘

（
う
そ
）
を
つ
い
て
ご
ま
か
し
て

は
い
け
な
い
」
こ
と
を
、
そ
の
時

だ
け
で
な
く
て
、
機
会
を
見
つ
け

て
は
繰
り
返
し
教
え
込
ま
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
店
長
に

子
ど
も
と
一
緒
に
親
も
会
い
、

「
犯
罪
を
犯
し
て
済
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
う
二
度
と
繰
り
返
し
ま

せ
ん
」
と
心
か
ら
お
詫
び
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
万
引
き
」

か
ら
「
住
居
侵
入
」
「
忍
び
込

み
」
な
ど
と
、
犯
罪
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
他
人
の
物
を
盗
む
」
と
い
う

「
窃
盗
」
は
人
と
し
て
行
っ
て
は

い
け
な
い
犯
罪
行
為
で
す
。

日
常
的
に
聞
き
な
れ
て
い
る
「
万

引
き
」
を
「
そ
の
く
ら
い
の
こ
と

…
」
な
ど
と
軽
く
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ

は
「
犯
罪
」
で
す
。

　

幼
児
期
か
ら
、
「
他
人
の
物
を

盗
ま
な
い
」
こ
と
を
し
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
７
回　

〜
他
人
の
物
を
盗
む
〜

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう

0952－72－1021



各課からのお知らせ

13

小
城
市
女
性
消
防
隊
が 

第　

回
全
国
女
性
消
防 

１８操
法
大
会
に
出
場

　
　

月　

日
（
木
）
、
横
浜
市
で

１０

２５

都
道
府
県
代
表　

チ
ー
ム
が
参
加

４７

し
て
、
第　

回
全
国
女
性
消
防
操

１８

法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
賀
県
代

表
と
し
て
小
城
市
女
性
消
防
隊
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
軽
可
搬
小
型
ポ

ン
プ
を
使
っ
て
約　

ｍ
先
の
２
箇

２０

所
の
的
を
放
水
し
て
打
ち
落
と
す

競
技
で
、
機
敏
な
動
作
と
的
を
打

ち
落
と
す
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う

も
の
で
す
。

　

小
城
市
女
性
消
防
隊
の
皆
さ
ん

は
、
日
ご
ろ
忙
し
い
仕
事
や
家
事

な
ど
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
約
半
年

に
及
ぶ
厳
し
い
訓
練
を
経
て
大
会

に
望
み
、
そ
の
成
果
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　 

天
山
山
系
林
野
火
災
総 

合
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　
　

月　

日（
日
）

１１

１８

に
小
城
町
八
丁
ダ

ム
周
辺
で
佐
賀

市
・
多
久
市
・
唐

津
市
と
協
力
し
て
、

林
野
火
災
を
想
定

し
た
総
合
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寒
風
吹
き
す
さ
む
中
、

佐
賀
広
域
消
防
局
、
唐
津
市
消
防

本
部
、
佐
賀
市
富
士
町
消
防
団
、

多
久
市
消
防
団
、
唐
津
市
厳
木
消

防
団
、
小
城
市
消
防
団
な
ど
総
勢

約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
相
互
の

連
携
確
認
や
約
９
０
０
ｍ
に
及
ぶ

遠
距
離
中
継
送
水
、
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
に
よ
る
消
火
訓
練
、
負

傷
者
の
救
護
活
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

消
防
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
口
・
三
ッ
家

　

緯　

−

８
８
１
８ 

６３

市
民
病
院
に
外
科
医
が
赴
任

　
　

月　

日
、
小
城
市
民
病
院
に

１１

１２

三
宅
徹
郎
外
科
医
が
赴
任
し
ま
し

た
。

　
三
宅
医
師
の
コ
メ
ン
ト

　

外
傷
や
急
性
腹
症
、
悪
性
腫
瘍

の
診
断
・
治
療
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
々
の
相
談
役
の
よ
う
な
役

割
と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

月
か
ら
呼
吸
器
専
門
外
来

１２の
日
程
が
変
わ
り
ま
し
た

変
更
前　

毎
週
金
曜
日
午
後

変
更
後　

毎
週
火
曜
日
午
前
中

診
療
時
間　

　

午
前
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１２

３０

　
（
診
療
開
始
が
少
し
遅
れ
る
日

　

も
あ
り
ま
す
。）

受
付
時
間　

　

午
前
７
時
～　

時　

分

１１

３０

【
問
合
せ
】
小
城
市
民
病
院

　

緯　

−

２
１
６
１

７３

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

「
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
」 

１９

　
　
　

に
御
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
が
、

１９

　

月　

日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

１２

３１

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
結

果
は
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
本
年　

月
か
ら
来
年
１
月
に

１２

か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
年
末
年
始
の
お
忙

し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、

御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
統
計
調
査
員
は
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
中

　

緯　
−

８
８
０
３

６３

有
料
広
告

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５㎝×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５㎝×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　納富　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp

【
問
合
せ
】
総
務
課
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男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー　
　
 

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」

～
男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支

え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市

を
め
ざ
し
て
～

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン　

紹
介
３

基
本
目
標
実
現
の
た
め
の
方
針

政
策
Ⅲ

共
に
創
り
あ
う
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
誰
も
が
共
通
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
地
域

活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

促
進
な
ど
市
民
主
体
の
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
や
、
事
業
所
等
に

対
す
る
労
働
・
雇
用
に
お
け
る
法

制
度
の
周
知
、
市
の
政
策
や
方
針

決
定
過
程
へ
の
参
画
な
ど
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
い
、
共
に
創

り
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

政
策
Ⅲ
を
実
現
す
る
た
め
に

①
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

②
労
働
・
雇
用
に
お
け
る
法
律
制

度
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

③
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男

女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

④
市
役
所
内
推
進
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

推
進
の
た
め
の
指
標

※
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

◎
審
議
会
等
委
員
女
性
参
画
率

　
　

％
（
Ｈ　

現
状
値
）　

２４

１８

◎
市
内
自
治
会
に
お
け
る
女
性
役

　

員
の
割
合
９
％（
Ｈ　

現
状
値
）

１８

◎
女
性
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
数

　
　

人
（
Ｈ　

現
状
値
）

１０

１８

　

平
成　

年
３
月
調
査

１９

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
参
画
で
き
る

機
会
や
場
所
が
あ
り
、
男
女
が
と

も
に
納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
か
っ
て
、
行
動
で
き
た
ら
い
い

で
す
ね
。

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
（
喜
）
･
坂
田

　

緯　

−

８
８
０
３

６３
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を　
 

　
　
　
　
　

行
い
ま
す

～
限
り
あ
る
資
源
を　
　
　
　
 

　
　
　
　

生
か
し
ま
し
ょ
う
～

と　

き　
　

月　

日
（
土
）

１２

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

時
１１

と
こ
ろ

小
城
市
役
所
小
城
庁
舎　

玄
関
前

　

個
人
で
も
団
体
で
も
持
っ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。

支　

払　

当
日
、
代
金
を
支
払
い

ま
す
。

※
ア
ル
ミ
缶
の
み
回
収
し
ま
す
。

　
（
ス
チ
ー
ル
缶
は
回
収
し
ま
せ
ん
。）

※
缶
は
洗
っ
て
よ
く
水
切
り
を
し
、

　

軽
く
つ
ぶ
し
て
透
明
な
袋
に
入

　

れ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

小
城
町
消
費
者
グ
ル
ー
プ　

　

代
表　

東
島　

　

緯　

−

５
２
１
１

７２
し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
汲
取
り
業

者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
年
末
の
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
業
者
へ
の
収
集

の
手
配
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
年
内
の
収
集
は
、　

月　

日
前

１２

２０

後
が
最
終
申
込
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

大
島
・
田
中

　

緯　

−

８
８
０
３

７３
税
の
大
切
さ
、
子
ど
も
達

も
考
え
て
い
ま
す

～
平
成　

年
税
に
関
す
る

１９

作
品
受
賞
者
決
定
～

　

小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、「
我
が
国
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
に
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
活
動
を
支
え
る
税
の
意
義

や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚

を
持
っ
た
国
民
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
い
、
各
種
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

「
税
に
関
す
る
作
品
」を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
小
学
生
は　

点
、
中
学

８１

生
は　

点
、
高
校
生
の
作
文
に
つ

１５

い
て
は
１
２
４
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。

　

な
お
、
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
の
「
税
に
関
す
る
優

秀
作
品
展
」
で
展
示
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
税
務
課

　

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

永
江

　

緯　

−

８
８
０
１

７３

「税に関する高校生の作文」受賞者
作品名氏　名学校名・学年受賞名

私たちを支えている税牟田あゆみ牛津高校２年佐賀県税事務所長賞

笑顔を守るための税金古賀早津季牛津高校２年小城市租税教育推進協議会会長賞

「税に関する中学生の書写」受賞者
氏　名学校名・学年受賞名

詫摩　倫子三日月中学校３年佐賀税務署長賞

志岐　　梓三日月中学校３年佐賀県税事務所長賞

熊本　晴美小城中学校２年小城市租税教育推進協議会会長賞

「税に関する小学生の絵画」受賞者
氏　名学校名・学年受賞名

大坪茉利奈三日月小学校６年佐賀税務署長賞

草野　夏希三里小学校６年佐賀県税事務所長賞

牧口千音美砥川小学校６年小城市租税教育推進協議会会長賞

徳山紗英子桜岡小学校６年小城市租税教育推進協議会会長賞
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月
４
日
～　

日
は 

１２

１０

「
人
権
週
間
」
で
す

　

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た　

月　

日
を
「
人
権

１２

１０

デ
ー
」
と
定
め
、
そ
れ
ま
で
の
一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
は
心
の
豊
か
さ

を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
関
心
を
持
た

な
い
風
潮
や
、
他
人
へ
の
思
い
や

り
の
心
が
薄
れ
、
自
己
の
権
利
の

み
を
主
張
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
様
々
な
人
権

侵
害
事
件
を
発
生
さ
せ
た
り
す
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
児
童
虐
待
・
家
庭

内
暴
力
・
小
中
学
生
に
よ
る
殺
傷

事
件
、
残
忍
で
人
の
生
命
を
軽
ん

ず
る
痛
ま
し
い
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
生
命
の

尊
さ
・
大
切
さ
、
自
己
が
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に

他
人
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
、
他
人
と
の
共
生
・
共

感
の
大
切
さ
を
実
感
し
「
思
い
や

り
の
心
」
と
「
か
け
が
え
の
な
い

命
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
に
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
人
権
擁
護
委
員
が
９
名
い
ま
す
。

日
頃
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行

い
、
地
域
で
人
権
思
想
を
広
め
、

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
見
守

り
、
小
城
市
で
開
催
し
て
い
る
特

設
人
権
相
談
や
自
宅
な
ど
で
皆
さ

ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

月　

日
～　

日
は 

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
で
す

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
人
権
侵
害
の
実
態
を
解

明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に　

月　

日
～　

日
を
「
北

１２

１０

１６

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

市
民
課
人
権
・
同
和
対
策
室

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

小
柳
・
円
城
寺

　

緯　

−

８
８
０
０

７３

　小城市内の各庁舎や保健福祉センター等をまわる、「小城市広域循環バス」を試行運行中です。アイルを発
着地として、１日４便（左回り２便・右回り２便）の運行で、料金は無料です。
　どなたでもご利用できますので、市役所各庁舎、各保健福祉センター、市民病院などの移動にご利用ください。
【問合せ】企画課　企画振興係　緯６３−８８０３

アイル

桜
楽
館

市
民
病
院

小
城
庁
舎 ゆめりあ

（三日月庁舎）

ドゥイング
三日月

牛津庁舎
牛
津
駅
前

ひ
ま
わ
り

芦
刈
庁
舎

9:15 9:22 9:29 9:30

10:0810:18 10:01 9:59

9:37

9:45

9:51

第１便のルートと時刻

アイル

桜
楽
館

市
民
病
院

小
城
庁
舎 ゆめりあ

（三日月庁舎）

ドゥイング
三日月

牛津庁舎
牛
津
駅
前

ひ
ま
わ
り

芦
刈
庁
舎

14:15 14:22 14:29 14:30

15:0815:18 15:01 14:59

14:37

14:45

14:51

第3便のルートと時刻

アイル

桜
楽
館

市
民
病
院

小
城
庁
舎 ゆめりあ

（三日月庁舎）

ドゥイング
三日月

牛津庁舎
牛
津
駅
前

ひ
ま
わ
り

芦
刈
庁
舎

12:18 12:14 12:04 12:03

11:2811:15 11:32 11:34

11:56

11:48

11:45

第2便のルートと時刻

アイル

桜
楽
館

市
民
病
院

小
城
庁
舎 ゆめりあ

（三日月庁舎）

ドゥイング
三日月

牛津庁舎
牛
津
駅
前

ひ
ま
わ
り

芦
刈
庁
舎

17:18 17:14 17:04 17:03

16:2816:15 16:32 16:34

16:56

16:48

16:45

第4便のルートと時刻

◆循環バス時刻表（月～金運行） ※土・日・祝祭日・年末年始は運休します

桜楽館…
小城町保健福祉センター

ゆめりあ…
三日月町保健福祉センター

アイル…
牛津町保健福祉センター

ひまわり…
芦刈町保健福祉センター

ドゥイング三日月…
小城市生涯学習センター

す !!す !!す中ですすですでですすですすです小城市広域循環バスを運行中ですすすすすす小城市広域循環バスを運行中でででで小城市広域循環バスを運行中です !!!城市広域循環バスを運行中ですすすすすすすす小城市広域循環バスを運行中でででででで小城市広域循環バスを運行中です !!!!域循環バスを運行中です小城市広域循環バスを運行中です !!小城市広域循環バスを運行中です !!
主要な公共施設
をまわります
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小
城
市
の
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

青
少
年
教
育
」
の
研
修
会

　

小
城
市
の
主
催
で　

月　

日
、

１１

１０

小
城
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

青
少
年
育
成
関
係
団
体
、
ま
ち
づ

く
り
団
体
、
区
長
、
分
館
長
等
１

０
０
余
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
の
土
居　

元
さ
ん
は
、

千
葉
自
然
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
で
の
取
り
組
み
を
、
北
九
州

市
在
住
の
藤
本
新
二
さ
ん
は
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と

あ
り
方
を
、
実
践
を
交
え
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
業
が
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、

関
わ
り
を
も
つ
人
た
ち
が
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て

対
価
を
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
地
域
の
企
業
の
協
力
を
得

て
賛
助
支
援
を
得
る
ま
で
に
な
っ

た
な
ど
、
多
く
の
地
域
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
聴
け
た
研
修
会
に
な
り

ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
生
活
学
習
課

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

西
岡

　

緯　

−

８
８
０
８

７３

いつから？いくらもらえる？　国民年金
＊原則６５歳からもらえます。（希望すれば繰上げ・繰下げができます）。　　　
　繰上げおよび繰下げによる受給率は下表のとおりです。

受給率受給開始時期

７０％６０歳
７０．５％６０歳１か月
７１％６０歳２か月
……

７６％６１歳
８２％６２歳
８８％６３歳
９４％６４歳
１００％６５歳
１０８．４％６６歳
１１６．８％６７歳
１２５．２％６８歳
１３３．６％６９歳
１４２％７０歳

←原則

繰
上
げ

繰
下
げ

繰上げ
　１か月早くもらうごとに０．５％（１年早くもらうごとに６％）の減
額になります。
＊繰上げてもらう場合の注意点＊
　・障害年金・寡婦年金がもらえなくなります。
　・遺族年金がもらえるようになっても、６５歳までは老齢基礎年金か
　　遺族年金のどちらか一方となります。

繰下げ
　１か月遅くもらうごとに０．７％（１年遅くもらうごとに８．４％）の増
額になります。

＊表は昭和１６年４月２日以降生れの受給率です。
＊もらった時点の受給率は一生涯変りません。
＊どの年齢からもらっても７７歳～８０歳ごろに受給総額が同額にな
　ります。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印

印
印
印
印

　国民年金の年金額

満額（最高額）＝７９２，１００円（平成１９年度）

【問合せ】
　佐賀社会保険事務所　緯３１－４１９１　または国保年金課（小城庁舎）　緯７３－８８０２　担当　円城寺

　年金額

　　　  保険料を納めた月数＋保険料全額免除月数×１/３＋
　　　  ４分の３免除月数×１/２＋半額免除月数×２/３＋４分の１免除月数×５/６
満額×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×繰上げ・繰下げ受給率
　　　  ４８０か月（昭和１６年４月１日以前生まれの方は生年月日に応じて短縮される）

◆付加年金◆
さらに付加保険料（月額４００円）を納めた場合は、２００円
×付加保険料を納めた月数の付加年金が加算されます
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高
齢
者
医
療
制
度
の 

見
直
し
に
つ
い
て

　

今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
と

り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
と
し
て
も

実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、　

～
７０

　

歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

７４は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
２
割
負

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

２０

担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

い
た
も
の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

～　

歳
の
方
（
注
１
）
の

７０

７４

窓
口
負
担
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年

２０

２１

３
月
ま
で
１
年
間
、
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
注
１
）
既
に
３
割
負
担
の
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

　

歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料

７５に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

２０

の
６
ヶ
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
３
月

２０

１０

２１

ま
で
の
６
ヶ
月
間
は
、
頭
割
保
険

画
臥

蚊
蚊
蚊

料
額
（
被
保
険
者
均
等
割
額
）
が

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
２
年
間
、
被
保
険
者
均
等

割
を
５
割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置
は
そ

画臥

れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

（
対
象
者
）

　
　

歳
以
上
の
方
（
注
１
）
で
、

７５
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に

な
る
前
日
（
平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

又
は　

歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に

７５

お
い
て
、
被
用
者
保
険
（
注
２
）

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊

（
注
１
）　

歳
～　

歳
で
一
定
の

６５

７４

障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま

す
。

（
注
２
）
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、

企
業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共

済
組
合
等
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
」
の
健
康
保
険
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

緯　

−

８
４
７
６

６４

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。   　公表担当：産業建設部 建設課 管理係　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）（１０月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

９４．７９１１，０７７，５００
（５２７，５００）

１０，５００，０００
（５００，０００）南里土木株

南里土木株・株豊城建設・株城南建設
水田建設株・株中部ガス・株永田建設
有古川建設・有岩松建設・株嶋本建設

農業集落排水資源循環統合補
助事業　堀江地区　
立物第１号管渠布設工事

９３．６９４４，９４０，０００
（２，１４０，０００）

４２，１０５，０００
（２，００５，０００）株中島工務店

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設
牛津公共下水道事業
下江良第１号　管渠布設工事

９４．４８２０，１７０，５００
（９６０，５００）

１９，０５７，５００
（９０７，５００）株永田建設

南里土木株・株豊城建設・株城南建設
水田建設株・株中部ガス・株永田建設
有古川建設・有岩松建設・株嶋本建設

三日月特定環境保全公共下水
道事業
江利第１号管渠布設工事

９１．９４７５，６００，０００
（３，６００，０００）

６９，５１０，０００
（３，３１０，０００）株下村建設

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設

芦刈特定環境保全公共下水道
事業　芦刈汚水幹線
第３号管渠布設工事

９１．９６８４，２１０，０００
（４，０１０，０００）

７７，４３７，５００
（３，６８７，５００）

株丸福建設
小城支店

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
飯盛土木株牛津町営業所・株エグチ・ビルド
岡本建設株・西岡建設株・株丸福建設小城支店

株中島工務店・株久保建設

芦刈特定環境保全公共下水道
事業　芦刈汚水幹線
第４号管渠布設工事

９３．７９３４，６５０，０００
（１，６５０，０００）

３２，４９７，５００
（１，５４７，５００）西岡建設株

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設

農業集落排水資源循環統合補
助事業　堀江地区　
道辺第２号管渠布設工事

９４．４０１４，２５９，０００
（６７９，０００）

１３，４６１，０００
（６４１，０００）株豊城建設

南里土木株・株豊城建設・株城南建設・水田建設株
株中部ガス・株永田建設・有古川建設

有岩松建設・株嶋本建設
牛津公共下水道事業
上江良第４号　管渠布設工事

９２．９３２７，４５７，５００
（１，３０７，５００）

２５，５１５，０００
（１，２１５，０００）西岡建設株

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
牛王第３号管渠布設工事

入 札 結 果 の 公 表

70 ～74歳の窓口負担

見直し前 平成20年４月１日から
２割負担

見直し後 平成20年４月１日から
平成21年３月31日まで

1割負担

後期高齢者医療制度の被扶養者の保険料

見直し前 後期高齢者医療制度の被保険者と
なった日の属する月から２年間

５割軽減

見直し後 ・平成20年４月～９月＝無料　 
・平成20年10月～平成21年３月＝
頭割保険料額を９割軽減

＋　加えて
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月　

日
、
芦
刈
町
ム
ツ
ゴ
ロ

１０

２８

ウ
公
園
周
辺
で
迎
え
て
第　

回
小

２０

城
市
芦
刈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
谷
川
真

理
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
小
学
生
男

女
２
㎞
、
中
学
生
男
女
３
㎞
、
一

般
５
㎞
、
壮
年
５
㎞
、
一
般
女
子

３
㎞
、
一
般
男
女　

㎞
、
ジ
ョ
ギ

１０

ン
グ
の
種
目
が
行
わ
れ
、
県
内
外

よ
り
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
は
快

晴
の
芦
刈
海
岸
沿
い
の
コ
ー
ス
を

元
気
よ
く
走
っ
て
い
ま
し
た
。

 

第　

回
小
城
市
芦
刈

２０
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

　
　

月　

日
、
小
城
市
青
少
年
育

１１

１０

成
市
民
会
議
の
主
催
に
よ
る
「
小

城
市
少
年
の
声
」
大
会
が
、
小
城

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
青
少
年
育
成
会
、
学

校
推
薦
に
よ
る　

人
の
小
・
中
学

１１

生
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
な
ど
素
直
な
意
見
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
、
学

 

「
小
城
市
少
年
の
声
」
大
会

校
生
活
、
地
域
生
活
、
社
会
へ
の

関
心
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
豊

か
な
表
現
力
に
会
場
の
参
加
者
か

ら
盛
大
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
永
年
に
わ
た

り
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ

た
５
名
に
功
労
者
表
彰
、
及
び
個

人
３
名
と
３
団
体
に
善
行
表
彰
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

タイトル学　校　名氏　名Ｎｏ

ニュースを見て考えたこと晴田小学校６年野中　里美（さとみ）１

私の弟といじめ三里小学校６年草野　夏希（なつき）２

３年間の感謝岩松小学校６年南里　侑美（ゆみ）３

地域の行事で学んだこと桜岡小学校６年田中　七海（ななみ）４

イジメと私達三日月小学校６年西村　有加（ゆか）５

平和な世の中を作るために砥川小学校６年土井　大輔（だいすけ）６

飲酒運転牛津小学校６年古賀くるみ７

私のクラス芦刈小学校６年川﨑　　鈴（りん）８

みんなでやろうボランティア牛津中学校１年坂田　千夏（ちなつ）９

いじめがある今小城中学校２年福﨑　　茜（あかね）１０

差別のない社会に向けて三日月中学校２年土岐明日香（あすか）１１

「小城市少年の声」発表者（敬称略）

表彰理由氏　名表彰の種類

晴田地区青少年育成会に尽力副田　郁子（晴田地区）功労者表彰

牛津地区青少年育成会に尽力横山　正義（牛津地区）功労者表彰

地域子どもクラブに面浮立踊りの指導東郷　文子（牛津地区）功労者表彰

街頭での安全指導大坪　安彦（牛津地区）功労者表彰

街頭での安全指導副島　孝之（牛津地区）功労者表彰

児童センターでの児童運営委員中島　崇之（小城高校３年）善行表彰

児童センターでの児童運営委員香月　翔太（佐賀商業高校３年）善行表彰

児童センターでの児童運営委員内山　秀平（多久高校３年）善行表彰

毎朝の挨拶運動芦刈中学校生徒会団体表彰

地域ボランティア活動に参加牛津高等学校・家庭クラブ団体表彰

子どもたちに太鼓の指導牛津宿場華太鼓団体表彰

表彰者（敬称略）
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江
里
山
で
日
本
の

　

営
農
と
食
を
体
験

　
　

月　

日
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

１０

２９

リ
カ
等
の
公
衆
衛
生
、
保
健
担

当
職
員
が
日
本
の
営
農
と
食
体

験
を
目
的
と
し
て
、
小
城
町
江

里
山
地
区
に
視
察
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
、
中
国
、
エ
ジ

プ
ト
、ケ
ニ
ア
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
か
ら
来
ら
れ
た
８
人
は
、

棚
田
米
の
お
に
ぎ
り
や
伝
統
的

な
田
舎
料
理
を
食
べ
、
日
本
の

食
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
実
際
に
農
園
を

視
察
し
、
み
か
ん
ち
ぎ
り
な
ど

の
日
本
の
農
作
業
を
体
験
さ
れ

ま
し
た
。

 

県
民
体
育
大
会
で

体
育
功
労
者
表
彰

選
手
健
闘
！

　

第　

回
県
民
体
育
大
会
が
、

６０

　

月　

日
、　

日
、
唐
津
市
と

１０

２０

２１

玄
海
町
を
主
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
、
総
合
開
会
式
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
貢

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
体
育
功

労
者
表
彰
式
が
あ
り
、
小
城
市

か
ら
岸
川
弘
文
氏
（
牛
津
町
、

写
真
左
）、藤
瀬
豊
彦
氏
（
牛
津

町
、
写
真
中
央
）、今
村
統
嘉
氏

（
小
城
町
、
写
真
右
）
の
３
人

が
選
ば
れ
、
財
団
法
人
佐
賀
県

体
育
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
競
技
で
は
小
城
市
か

ら
４
５
２
人
の
選
手
・
監
督
が

出
場
さ
れ
、
軟
式
野
球
（
一
般

 

小
城
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
高
齢
者

に
バ
ス
タ
オ
ル
を

贈
呈

　
　

月
７
日
、
小
城
ロ
ー
タ

１１
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
鮎
川
好
彦
会

長
）
が
小
城
町
、
三
日
月
町
在

住
で
寝
た
き
り
高
齢
者
の
方

（
小
城
町　

人
、
三
日
月
町　

４４

２４

人　

計　

人
）
に
バ
ス
タ
オ
ル

６８

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
で
小
城
町
の
藤
本
ハ
ツ

ネ
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
バ
ス
タ
オ

ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
牛
津
産
業
ま
つ

１１

１１

り
に
お
い
て
、
友
好
姉
妹
都
市

で
あ
る
鹿
児
島
県
知
覧
町
よ
り

郷
土
芸
能
「
横
峯
棒
踊
り
」
の

皆
さ
ん　

人
に
ま
つ
り
を
盛
り

２２

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

月
１
日
に
合
併

１２

し
て
「
南
九
州
市
」
と
な
る
知

覧
町
よ
り
、
豊
か
な
人
情
で
結

ば
れ
協
力
し
合
っ
て
き
た
交
流

を
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続
け
て

い
く
願
い
を
込
め
て
、
同
町
出

身
で
鹿
児
島
県
書
道
会
会
長
の

松
清
秀
一
氏
の
書
「
協
和
」
を

福
元
副
町
長
よ
り
江
里
口
市
長

へ
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

薩
摩
の
小
京
都
・
知
覧
町
と

友
情
の
証
を
交
換

　

ま
た
、
去
る　

月　

日
に
小

１０

２８

城
市
か
ら
「
知
覧
町
小
京
都
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
へ
訪
問
、
芦

刈
町
太
鼓
浮
立
保
存
会
の
勇
壮

な
太
鼓
披
露
と
江
里
口
市
長
か

ら
書
家
・
富
永
將
暉
氏
の
書

「
壽
比
金
石
（
じ
ゅ
ひ
き
ん
せ

き
）
」
を
贈
り
、
金
石
の
よ
う

に
固
く
末
永
い
お
付
き
合
い
を

誓
い
ま
し
た
。

男
子
Ａ
）・
軟
式
野
球
（
一
般
男

子
Ｂ
）・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般

女
子
Ｂ
）・
陸
上
競
技
（
走
り
幅

跳
び
）
な
ど
で
優
勝
、
そ
の
他

多
く
の
選
手
た
ち
が
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
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小城市民病院産婦人科
　　　　松尾　憲人

「乳がん」
　　　　　　　　　～女性のいのちと
　　　　　　　　　　乳房を守るために～

「乳がん」
　　　　　　　　　～女性のいのちと
　　　　　　　　　　乳房を守るために～

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
以
下
マ
ン

モ
）
検
査
で
は
、
乳
房
を
圧
迫
し

な
が
ら
撮
影
し
ま
す
。
検
査
後
に

ま
と
め
て
読
影
可
能
な
た
め
、
検

診
に
適
し
て
い
ま
す
。
視
触
診
で

は
わ
か
り
に
く
い
微
小
な
腫
瘍
や

微
細
な
石
灰
化
所
見
を
伴
う
早
期

乳
が
ん
の
検
出
割
合
が
飛
躍
的
に

上
昇
し
、
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

を
低
下
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

圧
迫
時
に
痛
み
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
大
変
有
効
な
検
査

で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
若
年
者
の
乳
房
は
乳
腺
組
織
が
豊
富

で
、
マ
ン
モ
上
高
濃
度
陰
影
（
白
色
調
）

を
呈
し
ま
す
。
腫
瘍
も
白
く
描
出
さ
れ
る

た
め
、
識
別
が
困
難
な
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
検
出
率
低
下
を
補
う
た
め
、

若
年
者
で
は
縦
横
２
方
向
か
ら
撮
影
し
ま

す
。

Ｂ
．
閉
経
後
の
方
の
乳
房
は
脂
肪
組
織
の

割
合
が
高
く
、
腫
瘍
が
比
較
的
明
瞭
に
描

出
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
万
能
と
思
わ
れ
た
マ
ン

モ
検
査
の
弱
点
も
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
検
出
率
は
全

体
で　

％
前
後
で
あ
り
、
特
に
閉

９０

経
前
の
方
で
は　

％
以
下
と
な
っ

８０

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
欠
点
を
補
う
方
法

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

超
音
波（
エ
コ
ー
）検
査

　

超
音
波
検
査
は
、
妊
婦
検
診
で

胎
児
を
観
察
す
る
検
査
と
し
て
受

け
ら
れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

マ
ン
モ
検
査
で
は
映
し
出
し
に
く

い
乳
腺
の
発
達
し
た
閉
経
前
の
女

性
に
特
に
お
勧
め
で
き
る
検
査
で

す
。
乳
腺
量
の
少
な
い
日
本
人
女

性
に
は
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。

検
出
率
は
年
齢
に
よ
る
差
は
小
さ

く
、
約　

％
で
す
。

９０

閑
話
休
題

　

先
月
、
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
に

て
『
乳
が
ん
撲
滅
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
７
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
女
優
で
乳
が
ん

体
験
者
の
宮
崎
ま
す
み
さ
ん
の
講

演
会
が
あ
り
、
私
も
拝
聴
し
ま
し

た
。
闘
病
の
つ
ら
さ
を
報
告
し
、

「
大
人
の
義
務
と
し
て
、
年
に
一

度
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
」
と

結
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

乳
が
ん
の
治
療 

早
期
な
ら
ば
乳
房
温
存
が
可
能　

　

乳
が
ん
の
治
療
は
、
腫
瘍
の
大

き
さ
や
場
所
、
広
が
り
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
感
受
性
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
手
術
法
で
は
乳
房
温

存
手
術
と
乳
房
全
部
を
摘
出
す
る

乳
房
切
除
術
が
基
本
で
す
。
２
㎝

ま
で
の
早
期
が
ん
は
温
存
手
術
の

可
能
性
が
高
く
、
現
在
で
は
、
約

　

％
の
方
に
温
存
手
術
が
施
行
さ

５０れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
後
は

再
発
予
防
の
た
め
、
化
学
療
法
、

放
射
線
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

小
城
市
民
病
院
で
は

　

本
年
７
月
に
小
城
多
久
地
区
で

は
第
一
号
と
な
る
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。　

　

正
確
な
マ
ン
モ
検
査
の
た
め
に

は
、
専
門
の
撮
影
技
術
と
高
度
な

読
影
力
が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
、

認
定
の
撮
影
技
師
２
人
と
読
影
医

師
２
人
が
常
勤
し
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ン
モ
検
査
で
は
、
要
精
検
率

は
５
％
前
後
あ
り
、
う
ち
乳
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
方
は
０
・
２
～

０
・
５
％
程
度
で
す
。
１
０
０
０

人
の
方
が
検
診
を
受
け
ら
れ
る
と
、

　

人
前
後
の
方
が
要
精
検
と
な
り
、

５０そ
の
う
ち
２
～
５
人
の
乳
が
ん
が

検
出
さ
れ
ま
す
。
当
院
で
は
こ
の

５
％
（　

人
）
の
方
が
、
検
査
結

５０

果
通
知
後
に
不
安
な
気
持
ち
に
な

ら
れ
な
い
よ
う
に
、
原
則
と
し
て

当
日
診
断
し
、
必
要
な
方
に
は
エ

コ
ー
検
査
や
さ
ら
に
穿
刺
細
胞
診

ま
で
一
日
で
行
え
る
よ
う
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

　

何
ら
か
の
症
状
の
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
乳
が
ん
が
気
に
な
ら
れ

る
方
は
ぜ
ひ
検
査
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
小

城
市
民
病
院
産
婦
人
科
の
松
尾
で

す
。
先
月
に
続
き
乳
が
ん
に
つ
い

て
お
話
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で

あ
り
、
そ
の
割
合
が　

％
を
越
え

３０

て
い
ま
す
。
特
に
働
き
盛
り
で
あ

る　

歳
か
ら　

歳
代
の
女
性
に
限

３０

５０

れ
ば
、
死
因
の
約　

％
を
が
ん
が

５０

占
め
、
さ
ら
に
そ
の
半
数
が
、
乳

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
卵
巣
が
ん
な

ど
女
性
特
有
の
疾
患
な
の
で
す
。

ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
み

ん
な
の
笑
顔
の
た
め
、
定
期
的
に

婦
人
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

エコーではほとんどの腫瘍
が低エコー（黒く）として描
出されます

←
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訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　担当　小柳・円城寺
緯７３－８８００　内線２１４５

困った時は早めに相談！！
まずは電話で相談してね！

 だまされない　ともちゃん

  相談事例
　知人の紹介でセミナーに参加し、投資の勧誘を受けた。
　海外に新しい銀行を設立するとのことで、口座を開設すれば、高配当が得られると言われた。
　詳しいことは分からないが、１年以内で出資した金額の１０倍になると言われ、１１２万円投資した。冷静に考
えると不審だが、本当に大丈夫だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０歳代　女性）

「高配当」をうたった

架空のもうけ話に
ご用心 !!

アドバイス
　儲け話を持ちかけて消費者を誘引し、出資させる商法を「出資金投資商法」といいます。
　銀行や郵便局など法律で認められている金融機関以外の業者が、不特定多数の人から元本を保証して金品を
集めることは、「出資法」で禁止されています。少しでも有利な資金運用の方法を見つけたいと願う消費者の心
理に巧みに付け込む悪質な商法です。

だまされないためのポイント

■必ず高配当が得られるという勧誘には、耳を貸さない！ 
　そんなにうまい話はありません。 
■遠くのものは避けよ！
　海外投資などよく分からない分野のものには手を出さない。
■だまされて投資したお金はまず戻ってこない！ 
　たとえ数回の配当があったとしても、業者を信用して投資額を増やしたり、知人を紹介したりしない。
業者と連絡が取れなくなった場合は出資金を取り戻すことは難しい。 
■家族や知人、市役所の消費生活相談窓口に相談を！ 
　「そんなうまい話あるの？」「私だまされてるかも…」と思ったら周りの人や市役所の消費生活相談窓
口に相談してください。 
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有明佐賀空港をご利用ください
■１２月の運航ダイヤ
東京便

佐 賀⇒東 京東 京⇒佐 賀
9:357:358:256:55
17:5015:5011:5010:20
20:2018:2020:4019:10

大阪便
佐 賀  ⇒大 阪大 阪⇒佐 賀
8:507:2510:309:20
16:4515:2018:2517:15

手作りケーキ＆自家製漬物
コンテスト開催！

◆日時　１２月２３日（日）１４：００～
◆場所　桜楽館多目的ホール
◆応募ルール
①ケーキ　直径１８センチ以上。形は自由。デコ
　　　　レーションは原則として食べられる
　　　　もの。自宅で作って出品。
②自家製漬物　　自家製の物に限る。
◆応募締切：１２／１８（火）
　出品・審査：１２／２３（日）１３：３０までに出品
問合せ：小城町人づくり塾　小栁
　　　　緯73－2003

小城市ファミリー・フットサル大会の
開催

◆とき：１月２０日（日）
◆ところ：小城体育センター
◆参加費：１，０００円（１チーム単位）
◆内容：ファミリーの部と一般の部があります。
◆申込締切：１月１０日（木）
◆申込・問合せ先：小城市サッカー協会事務局
　池田・吉岡　緯73－8816

恩給欠格者、戦後強制抑留者、
引揚者の皆様へ

　旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者、
戦後、ソ連やモンゴルに強制抑留された者、終
戦に伴い本邦以外の地域から引揚げられてこら
れた者の「ご本人」に、あらためて慰藉の念を
表すため、内閣総理大臣名の『特別慰労品』を
贈呈しています。
　過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方、
書状を受ける資格があったにもかかわらず、請
求されていない方も対象です。
　請求用紙は、小城市役所社会福祉課（三日月
庁舎２階　７３−８８２５）にあります。
請求期間　平成１９年４月１日～

平成２１年３月３１日
資格要件などの問合せ先
　独立行政法人　平和祈念事業特別基金
　 0120－234－933
　（月～金　９：１５～１７：１５）

佐賀税務署
「平成２０年度　国税モニター」募集
　国民の皆さまに、国税に関する意見・要望等
をお伺いし、事務運営の改善に役立て、納税者
の皆さまの利便性の向上を図るために、国税モ
ニターを募集しております。
人員　１人
対象　次の①～③をすべて満たす方とします
　①２０歳以上の方。
　②佐賀市、多久市、小城市に在住の方。
　ただし、国や地方公共団体の議員及び公務員
を除く。
　③平成１４年度以降の国税モニターの未経験の
　　方。
仕事内容　　
　①モニター懇談会への出席（年２回程度）
　②モニター意見書の随時提出
　③モニターアンケートの回答
任期　１年間
　　　（平成２０年４月１日～２１年３月３１日）
謝礼　１０，０００円（任期内の懇談会等の旅費につ
いては、支給はございません。）
応募方法　佐賀税務署に、「国税モニター申込
書」を郵送又は持参してください。
※国税庁ホームページ（福岡国税局コーナー）
からも応募できます。（福岡国税局コーナーア
ドレスhttp://www.nta.go.jp/fukuoka/）
　なお、提出していただいた「国税モニター申
込書」については、返却しませんのでご了承く
ださい。
応募締切　　
　平成２０年１月３１日（木）
　（郵送の場合は当日消印有効）
選考結果　　
　平成２０年２月２９日（金）までに、国税モニ
ターになっていただく方に直接連絡します。な
お、選考に漏れた方には連絡しませんので、ご
了承ください。
問合せ　佐賀税務署　税務広報広聴官
　　　　緯32－7511



情報

Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき 人のうごき 
平成１９年１１月１日現在（前月比）

46,787人
22,157人
24,630人
14,570　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－33）

（－20）

（－13）

（－24）

住民基本台帳 
にもとづく 

☆おぎし冬休み子ども映画まつり☆
★と　き：平成１９年１２月２２日（土）　入場開始　午前１０時００分～
★ところ：小城市牛津公民館　２階研修室（会場は１５０人程度収容できます）
★入場料：無　料
★上　映：午前の部　１０時３０分～１２時３０分
　　　　　「ドラえもん　のび太の新魔界大冒険」（上映時間１１５分）
　　　　　午後の部　１３時３０分～１５時３０分（上映時間１０７分）
　　　　　「名探偵コナン　紺碧の館」
※就学前児・小学低学年児童は保護者同伴でご来場ください。
※席に限りがありますので満席になり次第、入場を制限いたしますので予めご了承ください。
※送迎はありません。
問合せ　生涯学習課　牛津公民館　緯63－8813

劇団ふるさときゃらばんミュージカル
小城公演

「地震カミナリ火事オヤジ」
災害列島ニッポンで、愛のために闘う人びと
勇気と愛と心の楽しさが踊るミュージカル！
◆日時　平成２０年１月２６日（土）
　　　　会場１８：００　開演１８：３０
◆場所　小城市芦刈文化体育館
◆入場料　２，５００円
◆主催　ふるさときゃらばん小城公演実行委員会
　　　　委員長　鮎川好彦
◆問合せ　緯73－4574（鮎川）

若者自立支援セミナー
◆セミナー①　「職業ふれあいセミナー」
～製造・企画・販売業～
講師　高橋　勝則　氏
　　　㈲オフィス・タカハシ代表取締役社長
日時　１２月２０日（木）１４：００～１６：００
◆セミナー②　「自分みがきセミナー」
～あなたらしさを態度で伝える～
講師　白梅　英子　氏　ル・レープ 代表
日時　１２月２７日（木）１４：００～１６：００
受講料　無料
定員　各３０人　（申し込み順）
会場　雇用・能力開発機構　佐賀センター
　　　（佐賀市兵庫町若宮・ＪＲ伊賀屋駅前）
問合せ・申込み
　雇用・能力開発機構佐賀センター
　緯26－9498
若者フリースペース
　求人情報、職業訓練などの情報収集、適性、
業種（職種）に関する相談など気軽に利用でき
る若者フリースペースです。月～金（９：００～
１７：００）佐賀センター２Ｆにて無料でご利用い
ただけます。
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小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 
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